
as of 080708

9：55～
10：00

川島嘉明　製剤技術とエンジニアリングを考える会　会長
『開会のご挨拶』

1
10：00〜10：50
（川島）

土屋裕弘博士
田辺三菱製薬株式会社　取締役　副社長執行役員
『戦略的連携による競争力の強化』

2
10：50〜11：40
（川島）

松村正純博士
Amgen Inc. Director, Process and Product Development
『ガンに対するヒトモノクローナル抗体 ベクティビックスの開発』

2
10：50～11：40
（中上）

Dr. Krishnan R. Tirunellai, Senior Scientific Advisor
Bureau of Pharmaceutical Sciences, Health Canada
『医薬品開発 – ライフサイクルの⽅策』

11：40〜12：10
（座長なし）

ランチョンセミナー
長谷川浩司
株式会社パウレック　技術本部　第二設計部
研究所グループ　マネージャー
『パウレックコーターの最新技術』

11：40～12：10
（座長なし）

スペシャルセミナー
Dr. Ajaz S. Hussain, Vice President Biological Systems,
Research & Development, Philip Morris International
『Pharmaceutical Quality by Design: Delivering High Quality, Cost Effective Drugs
to Meet the Global Health Needs』

3
12：30〜13：20
（川島）

横浜重晴博士
沢井製薬株式会社　常務取締役　研究開発本部長
『ジェネリック医薬品の製剤開発』

3
12：40～13：30
（竹内）

平井淳一氏
シオノギ分析センター株式会社　代表取締役社長
『3極（日・米・欧）の査察内容の比較』

4
13：20〜14：10
（山本）

Mr. Marc W. Abromovitz, CIH, Principal Industrial Hygienist
GPSG, Johnson & Johnson
『産業衛生と技術面の 検討課題を調整する機会』

4
13：30～14：20
（竹内）

Dr. Glenn Van Buskirk, Managing Partner
Nonclinical Drug Development Consulting Services. LLC
(元Johnson ＆ Johnson)
『経⼝配合剤 – 主要な加速要因』

14：10〜　14：20 コーヒーブレイク 14：20～14：30 コーヒーブレイク

5
14：20〜15：10
（山本）

Dr. Chris Potter
コンサルタント（元AstraZeneca）
『ICH Q8　と　デザインスペース』

6
15：10〜　16:00
（徳永）

Dr. Christine Martin, Manager, Parenteral Formulation
Global Pharmaceutical and Analytical Sciences
Abbott GmbH & Co. KG
『ヒュミラ®の事例研究 :  開発から 実⽣産規模の製造まで 』

7
16：00〜16：50
（徳永）

秋元浩博士
日本製薬工業協会　知的財産顧問
（元武田薬品工業株式会社　常務取締役）
『製薬企業のグローバル展開と知的財産戦略』

8 17：00〜19：00 隣接会場にて交流会

1
10：00～10：50
（中上）

草井章博士
第一三共株式会社　製剤技術研究所　上席研究員
『密閉型（チューブ式）凍結乾燥システムによる無菌粉末製造の可能性』

『第6回技術講演会』（第21回　パウレック技術講演会） プログラム
場所：京都国際会館　　主催：新製剤技術とエンジニアリングを考える会

2008年7月16日（水） 2008年7月17日（木）

座長：　千葉大学大学院/山本恵司氏　第一三共㈱/中上博秋氏　岐阜薬科大学/竹内洋文氏　沢井製薬㈱/徳永雄二氏　名城大学/砂田久一氏　 愛知学院大学/川島嘉明氏

5
14：30～15：20
（砂田）

大谷茂義氏
ニプロ株式会社　医薬品研究所　顧問（元塩野義製薬株式会社）
『製造現場の製剤技術―医薬品の造粒』

6
15：20～16：10
（砂田）

Dr. Tom Sam, Director, Global Regulatory CMC
Organon (part of Schering-Plough Corporation)
FIP (国際薬剤師連盟科学部門)製剤学会長
『Quality by Design
－ 業界や保健担当当局のパラダイムシフト 』


